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　豊かな自然と水に恵まれた伊賀の里

から、おいしいケーキと夢の時間をお

届けします。 夢と希望と幸せを運ぶ

サンタのように。

　ゆめが丘にあるパティスリーサンタ

は、木のぬくもりが感じられるログハ

ウスの洋菓子店です。 ショートケー

キなどの小物ケーキ、デコレーション

ケーキ、地元の素材を使った焼菓子な

ど店内は甘い香りでいっぱいです。 

四季折々、旬の素材を使用した季節感

あふれるお菓子作りをめざしています。

　忍バームクーヘンは、伊賀抹茶や伊賀忍者たまごなど、良質の地
元素材にこだわった抹茶バームクーヘンです。
　350 度に熱した専用オーブンで、一層一層生地を塗り重ね、焼
いていきます。焼き加減を究極までこだわり、しっとりふわふわの
バームクーヘンを実現しました。
　忍者の里の伊賀を代表するようなお菓子になれば。そんな思いを
込めて作りました。 忍バームクーヘン

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

パティスリーサンタ
中出　耕次さん
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▲保存修理の終わった春日神社拝殿

コラム

　ある日、洗濯物をたたむ私の隣で子どもが韓国ド

ラマを見始めた。最初は横目に見ていたのだが、日

常の描写や作りこみが緻密で、役者の演技力も高

く、とても面白い。一気にその魅力にはまり込んで

しまった。

　「この俳優さんは日本が大好きで、よく日本にも

来てるんやって」という子どもの言葉に、「日本好

きって言うても、韓国って反日教育とか受けてる

んじゃないの？心底好きかどうか」と私が返すと

「いつの時代の話してるん？」と厳しい指摘が入っ

た。若い頃、反日デモや日本製品の不買行動などの

ニュースを見て、「世界にはこんなにも日本のこと

を嫌っている人たちがいるんだ」と非常にショック

を受けた記憶が、私の中に偏見として残っていたの

だろう。

　しかし、Ｚ世代＊の子どもたちは、コスメ、美容

や音楽など、何の偏見もなく海外の文化を受け入れ

て楽しんでいるように思う。

　韓国ドラマをきっかけに、自分の中にある偏見に

気付き、子どもとも共通の話題に花が咲くように

なった。無趣味で何の面白みもなかった日常に楽し

みができ、人生が明るくなった。大げさかもしれな

いが、ちょっとした気付きで人生が変わると感じた。

　自分の思い込みや偏見が無意識に人を傷つけてい

なかっただろうか、他にも間違った思い込みをして

いないだろうかと考える。だから、指摘してもらっ

たときは素直に聞き入れよう。反対に、気付いたこ

とがあれば指摘できる人間になろう。自分自身が持

つさまざまな思い込みや偏見に気付けるよう、事実

を確認することを大切にしながら、互いに指摘しあ

える人間関係を築くことからはじめていきたい。

＊1990 年代後半から 2015 年頃までに生まれた人

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

気付きに気付く　　－収税課－

　芭蕉さんの時代には、ひらがなが今よりもたくさ

んありました。もともと、ひらがなは漢字をくずし

てできた文字ですが、江戸時代まで一音一字ではあ

りませんでした。

　たとえば、今、私たちが使っている「あ」は、も

ともと漢字の「安」の字をくずした文字ですが、「阿」

や「愛」をくずした文字もあり、さまざまな「あ」

を使っていました。

　有名な芭蕉さんの蛙の句が、芭蕉翁記念館にある

真筆の作品にどのような文字で書かれているか見て

みましょう。

　　古池やかはづ飛込水の音

と書かれていますが、「か」は、「可」をくずした文

字、「は」は「者」をくずした文字で書かれています。

現代は「か」は「加」、「は」は「波」からくずした

文字だけを使っています。

　「つ」は見なれない形ですが、私たちが使ってい

るひらがなと同じ「川」の字をくずした文字です。

なお、当時は濁点をつけないのが普通でした。

　芭蕉さんたちが使っていた昔の文字の仕組みを知

れば、文字の形としての美しさも味わうことができ

るのではないでしょうか。

◆企画展「読みたい！芭蕉さんの文字」

　７月１日㈯～９月 10 日㈰

◆ギャラリートーク

　７月８日㈯・８月 11 日（金・祝）・９月 3 日㈰

　午後１時 30 分～　※要入館料

芭蕉翁記念館だより
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【問い合わせ】

○文化振興課　☎  22-9621　℻  22-9619 
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219
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